
別紙 2 当社の「スキル・マトリックス」 

スキル項目 考え方 

企業経営 ICT 分野の技術革新は速く、また当該技術があらゆる分野のビジネススタイルやライフスタイルを大き
く変革している中、当社が持続的に成長し“Growth Navigator”となるためには、事業環境の変化を的確
に捉え、適切な判断ができるだけの企業の経営経験を有する取締役が必要である。 

ICT業界知見 当社は長年、技術商社として社会へ貢献し、強固な事業基盤を築いてきた。今後“Growth Navigator”と
して新たなサービス等の展開をリードするためには、大きく変化する ICT業界に寄与する深い知見を有
する取締役、監査役が必要である。 

イノベーション・ 
ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ  

当社は ICT分野における“Growth Navigator”を目指しており、経営戦略、経営監督の面において ICT分
野の先進的な技術の知見およびイノベーションを導く知見が不可欠である。ICT 分野の技術またはイノ
ベーションに係る豊富な知識経験を有する取締役が必要である。 

ファイナンス・会計 変化の激しい ICT業界で持続的に成長していくには、ステークホルダーに安心いただける健全な財務会
計基盤を保持し、人材開発、新たなサービスの創出あるいは新たな技術の獲得など成長に向けた投資が
必要となる。それゆえ、ファイナンス・会計面での監督および適切な意思決定に資する取締役、監査役
が必要である。 

法務 
リスクマネジメント  

適切なガバナンス体制、リスクマネジメント体制およびコンプライアンスの確立は企業が存続していく
うえで必須の基盤であり、これらの側面からの取締役会の監督機能が不可欠であるため、これらのいず
れかの分野の豊富な知見を有する取締役、監査役が必要である。 

人材マネジメント 当社は固定資産を活用するビジネススタイルではなく、人材の知恵による社会課題への貢献が当社の企
業価値向上をもたらす。このため、人材が生き生きと活動できる環境づくり、人材のダイバーシティを
含め人材マネジメントの豊富な知見を有する取締役が必要である。 

ＥＳＧ・学識 ESGを重視した経営は企業の長期的な発展に不可欠であり、それぞれの専門知識有識者、学識経験者に
よる経営の監督は必須である。そこで、ESGに関する知見を有する取締役が必要である。 

 


